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市政ひろば

コ
ア
ラ
４
頭
を
公
開

　

兵
庫
県
と
姉
妹
提
携
し
て
い
る

西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
か
ら
３
月

６
日
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
に
コ

ア
ラ
４
頭
が
贈
ら
れ
、
公
開
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

コ
ア
ラ
は
１
歳
８
か
月
〜
３
歳

の
オ
ス
１
頭
と
メ
ス
３
頭
で
、
同

園
の
飼
育
数
は
合
計
９
頭
。
国
内

最
多
の
コ
ア
ラ
飼
育
施
設
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
贈
ら
れ
た
コ
ア

ラ
は
人
で
換
算
す
る
と
10
代
の
年

齢
で
、
今
後
同
園
で
の
繁
殖
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
コ
リ
ン
・
バ
ー

ネ
ッ
ト
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
首

相
が
、「
30
年
間
長
く
良
好
な
関

係
が
続
い
て
い
ま
す
。
コ
ア
ラ
は

友
好
関
係
の
象
徴
的
存
在
。
州
の

子
ど
も
た
ち
全
て
か
ら
の
ギ
フ
ト

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲コアラ歓迎式典

西
豪
州
か
ら
寄
贈

　

市
の
福
祉
の
た
め
に
使
っ
て
ほ

し
い
と
次
の
方
々
か
ら
寄
附
が
あ

り
ま
し
た
。

▽
柳
福
良
む
つ
み
会
＝
６
万
73
円

▽
福
良
不
動
講
代
表
・
内
海
覚
信

（
信
太
朗
）さ
ん
＝
12
万
円

寄
附
金

4
広報 

　第 37回市議会定例会が２月 28日に招集され、中田勝久市長が平成 23年
度施政方針と予算案を提案しました。その概要をお知らせします。
　なお、施政方針の全文と予算の詳細は、南あわじ市ホームページからご覧い
ただけます。（予算と主要事業の記事は６～９頁）

▲施政方針を述べる中田市長
　

菅
内
閣
は
、
本
年
を
「
平
成
の
開
国
元
年
」

と
と
ら
え
、「
新
成
長
戦
略
」
の
着
実
か
つ
早

急
な
実
現
を
図
り
、
一
括
交
付
金
制
度
の
拡
充

や
国
の
出
先
機
関
の
原
則
廃
止
な
ど
「
地
域
主

権
改
革
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
主
権
改
革
に
お
い
て
は
、

広
域
連
合
の
動
き
が
活
発
化
し
、
井
戸
知
事
が

代
表
と
な
っ
て
「
関
西
広
域
連
合
」
を
強
力
に

推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

開
国
元
年
が
示
す
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
を
は
じ
め
と
す
る

貿
易
自
由
化
の
動
き
は
、
日
本
農
業
に
と
っ

て
極
め
て
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
、
南
あ

わ
じ
市
に
お
い
て
も
、
酪
農
、
肉
用
牛
を
中

心
に
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り

ま
す
。
農
林
水
産
省
の
試
算
で
は
、
米
の
生

産
は
９
割
減
少
、
食
料
自
給
率
が
14
％
に
低

下
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

混
迷
す
る
政
治
・
経
済
の
状
況
下
に
お
い

て
、
市
長
、
職
員
が
公
僕
と
し
て
確
固
た
る

信
念
を
持
ち
、
自
ら
を
高
め
、
地
域
や
社
会

状
況
を
分
析
把
握
し
な
が
ら
将
来
に
布
石
の

打
て
る
施
策
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

合
併
後
７
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、「
軸
の
ぶ

れ
な
い
年
」
と
位
置
づ
け
、「
自
立
へ
の
挑
戦
」

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
力
、地
域
力
発
揮
へ
の
挑
戦

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
代
表
さ
れ
る
自
由
貿
易
の
議
論

は
、
農
水
産
業
を
主
力
と
す
る
南
あ
わ
じ
市
に

と
っ
て
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
す
。
農
政

改
革
に
対
す
る
要
請
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、

持
続
可
能
な
農
漁
業
を
確
立
す
る
た
め
に
足

腰
の
強
い
体
質
に
変
革
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　　　自立への挑戦

ん
。
生
産
力
及
び
生
産
性
の
向
上
、所
得
確
保
、

販
売
・
流
通
対
策
な
ど
、
各
分
野
を
見
直
し
、

生
産
者
や
生
産
者
団
体
、
関
係
機
関
が
一
丸
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
行
い
、
地
域
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
の
推
進
と
並
行
し
て
、

分
庁
舎
跡
地
利
用
や
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
向
け
全
力
を
上
げ
ま
す
。
特
に
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
急

激
に
進
む
中
、
地
域
力
・
市
民
力
を
発
揮
し
、

助
け
合
い
、
住
み
よ
い
街
に
す
る
た
め
の
拠
点

施
設
と
し
て
不
可
欠
で
す
。
地
域
の
特
徴
や
独

自
性
を
尊
重
し
、
自
主
的
活
動
を
奨
励
し
な
が

ら
強
い
絆
で
結
ば
れ
た
地
域
づ
く
り
に
挑
戦
し

て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

　

市
民
の
安
心
安
全
は
、
産
業
の
活
性
化
と

雇
用
の
確
保
、
教
育
や
福
祉
医
療
と
併
せ
て
、

防
災
対
策
や
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
数

多
く
の
分
野
を
充
実
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対

応
し
た
社
会
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
私
た
ち

世
代
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
責
務
で
あ
り
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
少
子
化

対
策
や
命
を
守
る
防
災
対
策
に
力
を
注
い
で

ま
い
り
ま
す
。
道
路
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備

と
と
も
に
、
高
齢
者
や
生
活
弱
者
に
対
応
し

た
施
策
を
着
実
に
実
施
し
、
安
心
で
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
産
業
振
興
を
図
る
た
め
基
盤
整
備

を
推
し
進
め
、
堅
実
な
生
産
と
南
あ
わ
じ
市

の
豊
富
な
素
材
・
人
材
を
十
分
に
生
か
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
６
次
産
業
化
を
促
進
し

ま
す
。そ
し
て
、農
漁
業
や
瓦
産
業
、観
光
、食
、

歴
史
文
化
、
自
然
景
観
な
ど
、
魅
力
あ
る
「
ふ

る
さ
と
」
を
ま
る
ご
と
売
り
出
し
、
生
み
出

す
こ
と
へ
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

強
固
な
行
財
政
基
盤
づ
く
り
へ
の
挑
戦

　

行
財
政
改
革
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
行
革
を
進
め
な
が
ら
の
基
本
的
な

事
業
の
実
施
は
苦
難
の
連
続
で
し
た
が
、
平

成
23
年
度
予
算
の
収
支
均
衡
が
図
ら
れ
、
実

質
公
債
費
比
率
も
減
少
に
転
じ
た
の
は
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
人
口
減

少
・
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
、
産
業
の
低
迷
や

将
来
不
安
が
増
幅
し
て
い
ま
す
。
市
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
数
多
く
の
重
要
課
題
、
厳
し

い
財
政
状
況
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
を
着
実
に

丁
寧
に
解
決
す
る
た
め
に
、
市
民
参
加
型
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
強
固
な
行
財
政
基
盤
を
創
り
あ
げ

る
た
め
、「
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基

づ
き
行
財
政
改
革
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、

新
庁
舎
建
設
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
経
営
の

促
進
及
び
公
用
・
公
共
用
施
設
の
整
理
統
合

廃
止
の
具
体
化
を
検
討
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
膨

大
な
地
域
か
ら
の
要
望
や
事
務
事
業
な
ど
、
全
て

を
予
算
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
な
か
、
私
た
ち
世

代
に
課
せ
ら
れ
た
行
財
政
改
革
に
視
点
を
置
き
、

事
業
の
緊
急
性
と
優
先
順
位
を
精
査
し
、
財
源
の

効
率
的
か
つ
効
果
的
配
分
に
努
め
、
市
の
将
来
へ

の
布
石
と
な
る
的
確
な
事
業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

～軸のぶれない年～施政
方針

応募方法　官製はがきに「❶住所❷氏名❸年齢❹電
話番号❺４頭それぞれの愛称❻愛称を考えた理由」
を記入し、商工観光課に郵送※園内でも応募できます

※応募チラシは市ホームページでご覧いただけ
　ます（応募は１人１回、各種賞あり）
応募締切　４月30日（土）当日消印有効
問商工観光課☎37-3012
　〒 656-0332南あわじ市湊90-1

コアラ４頭の愛称を募集

❶メス１歳 ❷メス３歳

❸メス２歳 ❹オス１歳

小さくてかわいい のんびりやさん

気分やさん いつもリラックス

義
援
金
箱
を
設
置

◆
義
援
金
箱
設
置　

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
地
域
に
義
援
金
を
送
る
た

め
、
市
内
16
か
所
に
義
援
金
箱
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
義

援
金
は
被
災
者
の
生
活
復
旧
や
復

興
支
援
の
た
め
、
被
災
地
へ
送
金

さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
設
置
場
所　

①
市
役
所
（
12
か

所
）＝
各
庁
舎
、支
所
、出
張
所
、

連
絡
所
、南
淡
公
民
館
、②
社
会

福
祉
協
議
会（
４
か
所
）＝
各
支
部

▽
義
援
金　

３
月
22
日
現
在
、総

額
で
５
０
７
万
９
０
９
９
円
集
ま

っ
て
い
ま
す

※
義
援
金
は
寄
付
金
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、領
収
書
の

必
要
な
人
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

広
が
る
支
援
の
輪

教
育
長
と
委
員

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
塚
本
圭
右

教
育
長
が
３
月
30
日
付
で
退
任
さ

れ
、
次
の
方
が
教
育
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
長　

岡
田
昌
史
（
松
帆
）

▽
経
歴
＝
旧
西
淡
町
総
務
民
生
担

当
理
事
、
南
あ
わ
じ
市
総
務
部

長
、
南
あ
わ
じ
市
財
務
部
長

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

藤
江
義
和
（
広
田
）

　

辻　
　

明
（
湊
）

　

坂
本
安
弘
（
八
木
）

　

磯
辺
正
和
（
灘
）

　

市
で
は
、
子
育
て
世
代
の
親
子

が
お
出
か
け
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
す
る
た
め
「
お
で
か
け
マ
ッ

プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
同
マ
ッ

プ
に
は
、
市
全
体
の
地
図
に
ベ
ビ
ー

チ
ェ
ア
や
オ
ム
ツ
交
換
台
が
設
置

さ
れ
て
い
る
施
設
や
、
公
園
、
温
泉

施
設
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
や
公

民
館
、
図
書
館
な
ど
で
配
布
し
て
い

お
で
か
け
マ
ッ
プ

※
コ
ア
ラ
に
は
、
こ
れ
ま
で
健け
ん
・
康こ
う
・
幸こ
う
・
福ふ
く
・
ミ
ク
・
リ
ク
・
ア
ル
ン
・
豪ご
う
・
み
な
み
・
ひ
か
り
・
み
ど
り
・
友と
も
・
ア
オ
イ
・

好よ
し

・
ミ
ズ
キ
・
モ
モ
ジ
・
ピ
ッ
ク
ス
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
同
一
名
・
読
み
仮
名
は
不
可
）

▲任期は３月31日～
平成27年３月30日

▲市内16か所に設置され
た義援金箱

▲義援金を渡す市連合自治会の
辻川一之会長（左）と社会福祉協
議会の谷口啓一会長（右）

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。▲おでかけマップはＡ４版カラーの

二つ折りで１,０００部作成しました

親
子
の
外
出
支
援


